
   

   

 ワーク１：体験【105 分】「せんせいたちのまちたんけん」                    

＜事前準備＞   

※ 新年度のスタート時期（４月）に実施するため、前年度のうちに下記のような計画で準備を進める。 

●前年度２月 

○案内者選定（４コース） 

・学校を起点に「東西南北」の４コースを設定し、案内者を選ぶ（地域コーディネーターと打ち合わせる）。 

（候補者の例） 地域の自治会長、元 PTA 会長、元保護者 など  

※このプログラムでは、例として「自治会長」に設定。 

  ※自治会長に案内者を依頼する場合、学校運営協議会委員の自治会長に連絡し、 

東西南北４地域内の自治会長の代表４名を選定してもらうとよい（講師選定は一任する）。 

●前年度３月 

○コースの設定と、グループ分け用のくじ作り 

① チェックポイント（名所、旧跡、おいしい店、老舗など）とコースについて、 

案内者と打合せを行い、決定する（チェックポイントは３～４箇所を選定）。        

② コースが決まったら、歩くコースの地図（手描きでもよい）や、 

コース内にある名所の写真等を使い、グループ分け用のくじを 

A４サイズで東西南北の４セット作成する（右図参照）。 

③ 用紙を５分割※し、封筒や箱に入れておく。 ※グループ人数による                         

④ チェックポイントまでの道中をコミュニケーションの時間と捉え、             

各グループ共通で行う案内者へのインタビュー内容を決める。 

（例）「こどもの頃の話」、「昔みんなでやった遊び」など 

＜実施当日＞ ・参加者全員の名札を作成し、お互いの名前が分かるようにする。 

名札の作成について 
・ラベルシールを使い、手書きして胸に貼るか、またはネックストラップ型の 

名札に情報を記入するとよい（右図参照）。 

 

 

 

 

＋α こんなこともできそう♪ 

    

くじに「南」「北」等を入れておくと、グルー

プ分けと同時にコース決めもできる。 

(例) ○○ ○○（氏名） 

  ○年○組担任（所属） 

 

 海釣り（趣味） 

仕入れた情報を使って、子どもたちと一緒に「地域クイズ大会」をやっちゃおうかなぁ！ 

案内者の方にクイズを作っていただいて、お昼の放送で「地域クイズ」を出してもらう

のもありだよね♪ 

名前と所属だけでなく、趣味や好きな食べ物など、自己

開示できる内容を入れるとよいまる！ 

✐実施のポイント□ 

南 

北 

（グループ分け用くじの例） 

フィールドワークのあと、桜のきれいな場所で「お花見ランチ□」ができたら、

たくさんお話ができて、もっと仲よくなれそう♪ 


